
 

 

 

 

 

 

 

        

     

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 
 

第 62 号     平成 31 年 3月 15 日発行   万騎が原地区社会福祉協議会  会長 石原 泉 

 「寒い季節、家に閉じこもっていないでお出かけください。 

声を出して大笑いして元気に過ごしましょう！」との思いを込 

めて毎年２月に開催している『笑って元気！』。今年も 2 月 24 

日(日)ふれあい会館に大和演芸倶楽部のみなさんが来てくれまし 

た。同倶楽部による『笑って元気！』は今年で６回目となりま 

したが毎回多くの方にお越しいただき、演者さんたちも「この 

会場は、雰囲気がいいですね！」と言ってくださっています。 

この日も用意した 64 席がちょうど満席になり、みなさんが 

楽しみにお越しくださったことを嬉しく思いました。大和演芸 

倶楽部会員による、本日の演目は４つ。話芸に笑って、音楽で 

歌って‥。楽しいひと時を過ごしました。 

 

 一雨ごとにやってくる春の日差しに、温もりを感じる日々となりました。毎年のことながら春は待ち遠しい季節です。 

大池の梅林は種類が多く、次々と咲き、今が盛りです。その蜜を求め、我が家の庭に来てい 

た野鳥の姿が全然見えなくなりました。自然って正直ですね。 

今年度も慌ただしく、出来るだけの行事をお届けして来ましたが、如何だったでしょうか。 

皆様のご意見ご希望を頼りに活動しております。年度末にあたりこの一年のご支援ご協力を 

改めて感謝しております。４月からの次年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
 

                                 ▶２月下旬こども自然公園にて 

歩き始めてすぐにポツリポツリと雨

が💧 でも気にしないで歩く歩く。 
 

ふれあい会館→柏町→サポートセン

ター連→新中川病院→猫塚→妙蓮寺

→ふれあい会館でお汁粉 
 

冷たい雨の中、誰一人ギブアップする

ことなくゴールできたこと。素晴らし

いです！ 



 

 

 

  

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心のこもったランチグッズ 
 

２月 16日旭公会堂で第８回きらっとあさひ福

祉大会が開催されました。第１部ではオープニン

グアクトの和太鼓演奏に続き、旭区社会福祉功労

の表彰があり、今年度は 22の個人・団体が［地

域福祉功労］の表彰を受けました。万騎が原地区

からは、おたのしみ会の高橋利枝子さんが、長年

の功労を讃えられ表彰されました。高橋さんは８

年間ボランティアとしておたのしみ会で活動し、

４年前からは裏方として季節に合わせたランチ

マットや箸入れを手作りしてくださっています。

温かいお料理と共に、季節感溢れるグッズで目に

も楽しいお食事会となっています。 

 
 

事業報告やイベント情報を詳しくお知らせしています。 

万騎が原地区社協ホームページ https://makigaharashakyo.web.fc2.com/ 

毎月第２水曜日の地域サロン。今年度も３月までに 12回開催しました。歌あり、体操あり、

お喋りあり‥。難しい集まりでもなく、入会制でもありません。どうぞお気軽にお越しください。 

４月からは年間予定を立てて、早め早めに PR してまいります。 

プロ・アマチュア問わず、音楽演奏等すべてボランティアとしてお引き受けくださいました。

ご協力くださったみなさま、本当にありがとうございました。 

 

 

囲碁・将棋をやりませんか？ 

年齢・男女問わず どなたでも大歓迎 
 

◆年 会 費  3,600 円 

(1 月・7 月にそれぞれ半年分を徴収) 

◆活動日時  第１～４火曜日（但し７月以降は毎週） 

および 

第２・第４の金曜日（但し７月以降はなし） 

       午後１時 ～ ４時半 

◆活動場所  ふれあい会館 

◆問合せ先  橋山 ☎363-3214 
 

お気軽に見学においでください。 

訃 報 
 

１月 29日 中央自治会の太田 勝様が 

ご逝去されました。 学援隊が組織として 

結成される前から個人で児童の見守りを 

始め、雨の日も風の日も欠かすことなく

登下校の子供たちに寄り添い続けてくださいまし

た。また、家庭防災員や万騎小地域防災拠点のメ

ンバーとしても幅広く活動され、地区の安心安全

のためにご尽力を賜りました。深く感謝申し上げ

るとともに、心よりご冥福をお祈りいたします。 


